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内をこ移行 し 門脈血中イソスリy濃度は束縛血中インス

リン濃度の2倍以上であった.この 1年間に14例の肝切

除術を施行 したが,手術開始 2時間目よりイソスuソ非

投与群との問をこケ トソ体比は有意の轟があり,インスリ

ンの門脈内投与群の方が良好であった,

1(qllt;Iirizzi症畦群と考えLT)木上 2例
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症例 l:71'釆 男性.平成3年11札 全身倦怠感,_1:.

腹部痛が出現.叢疫を指摘され,腹部超音波にて胆轟結

fl'.肝内胆管拡張がJul), 入院.lT.1く(lにて総肝管LTl前

後の圧排,肝内胆管の拡張を認め,掴ま丁皇ZZ皇症腕群を疑

い,手術施行.胆嚢癌合併が認められたが,総胆管狭窄

は炎症波及をこよるものと考えられた,

症例 2:59才,男後 平成 3年 9月,爵疫を指摘され

入院.=((二.;.二て総肝管叫 御庄仝周性狭窄,I.:.肝菅狭窄,

左肝内胆管拡張があり,胆管癌と鑑別が困難であったが,

事鮪施行.慢性胆廃衆の波及をこよる,胆管狭窄と認めら

れた.

今晩 M漬ZZi症紋群と考えられた2例を経験 したが,

術前診断における 民党C の有用性を確認するとともに,

閉塞性務痕の鑑別診断として忘れてはならない疾患であ

ると思われた.
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閉塞性釦亘に対 し,exp;lI一dLlhlt,metallicstPHtHT.MS)

を用いた胆道内藤鮪を施行 したので報告する.E対象お

よび方法】悪性魔窟5例 く胆管癌 2例,勝癌 ユ例, 】)ソ

バ節転移 2例) と術後狭窄 2例の計 7例である.s乞ent

は自主製作 した originこ11typeLT)GiこlllturLTOStentを

使唱した.【結果】stentLT1挿入は全例で成功 し.6例

で外療チュ-プが抜去可能であった.経過観察期間は3-

5･1遇 いf:''･均22遇1て.無量痘牛在は5例 (3-511鳳 平

均28週)声無黄痘死亡は2例 (3鳳 13遡)であり,覗

在までのところ薬療が再発 した症例は認めていない.令

伸 [巨二しては. tゝL,ntLr')破損!-_移動が 1例∵卜 ).んIL凍 .已

那,臨床的に問題となるような症状はなかった.E結論ヨ

EMSによる胆道肉感術は,従来問題であった内療チュ---

ブの閉塞や逸脱を解消できき肝内胆管の内療化も可能で

あることから予患潜の QOL 改善をこ有用であると考え

j､､/ナtliこ.


